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全球 SST の経年変動に及 ぼす海面熱フ ラ ッ ク ス の 効果に つ い て

冨田智彦 （熊本大学理学部）

1．は じめ に 　　 　 　　 ．　 　 　　 　　 、

　海 面 水 温 （SST）は、海洋表層 混 合層 の 平均水温 と定義

で き、そ の 傾 向方程式 は、例 え ば Qiu （亅PO ，
2000）や Tomita

et 　al．（JMSj ，
2002）な どに 詳 し く示 され て い る。　 SST の 時

間変動 は 、主 に 海面 熱 フ ラ ッ ク ス 、エ ク マ ン 流 に よ る温 度

移流、地衡流に よ る温 度移流、鉛直混合、拡散 の 各項 の 和

で 決 ま る が、本 研 究で は 、特 に SST の 経年変動に及 ぼす

海面 熱 フラ ッ ク ス の 効果をよ り詳細 に評 価、議論す る。

2。デ ータ

　 本 研 究で は SST データ と して 、イ ギ リス 気象局編集の

G夏SSTを利用 して い る。海 面 熱 フ ラ ッ ク ス は、NCEPINCAR
再解析に お い て 見積 も られ て い る表 層デ

ー
タ （気温 、風、

比 湿 ）を用 い 算定。どちらも全球格子点データ で あ り．s こ

こ で は 1948−99年 （52年間）の 月平均デ
ー

タをも とに海面

熱 フ ラ ッ クス を求 め、同 期間の SST の 経年変動 との 関係

を評 価す る。

豐
　海 面熱 フ ラ ッ ク ス （g ）の 算定に は、下 記、空力学バ ル ク

式を用 い て い る。

　　　　｛
　　　　　Fl＝ρaLvCEW （9s − qa）

　　　　　Fs；ρ．CpCHW （r∫

− Ta）

　　　　　9＝Fl＋ Fs

こ こ で Fl、　 Esは、そ れ ぞ れ 上 向きを正 と し た潜熱、顕 熱

フ ラッ クス を表す 。 ρa
は 大気密度、L

。 蒸発 の 潜熱、　 w 風

速を表す。9s と qaは 、海面 水 温 （Ts）で の 飽和比 湿 と表層

大気の 比 湿を表すb その 他 の 定数 は、Cp 大気 の 定圧 比 熱、

CE ダ ル トン 数、　CH ス タ ン トン 数。　 w 、勾 ← g、

− qa）、

△T ← Ts　− T）は互 い に独 立 で あ る と仮定す る と、

　　　　　9＝f（w ，・△q，△T）
と表せ、各変数 に っ い て 線形 化 を行 い 、正 味海 面熱 フ ラ ッ

ク ス と SST の 経年 変 動 との 関 係 を評 価 す る と同 時に 各項

と SST の 経年変動 との 関係を評価す る。

fLlllllLl1．s｛ll
　 こ こ で は、特 に北半球冬季の 経年変動に つ い て 議論す

る。正 味海面熱 フ ラ ッ ク ス の 冬 季経年変動 は、大陸東岸沖、

及 び ITCZ 付 近 、南半 球 で は さ らに 20 °N 付近 で 大 き い （図

］（a＞）。類似の 分布は、風 変動成分 （wind −induced　heat伽 x ）

に おい て も確認 で き 〔図 1 （b））、そ の 標準偏差の 大 き さ

か ら、こ の 変動成分が 正 味の 変動に 大 き く寄与 して い る こ

とが 分か る。標準偏差 の 大 き さは つ い で 比 湿 差 変 動成 分

　（図 1 （c））、温 度 差 変 動 成 分 （図 1 （d）） とい う順 となる。
ま た そ の 分布特性 か ら中緯度大陸東岸沖で は 湿度移流、温

度移流 の 効果 が 大きい こ とが 分か る。図 畳 （a＞と図 重 （b）
の 比較 よ り、湿 度差変動成分、温 度差変動成分の 変動 は 、
風 変動成分を相殺す る 形で 寄与 し て い る こ とが 分か る。
　 次 に SST の 冬 季 経 年 変 動 との 相 関 関係 を議 論 す る。図

2 （a＞よ り、正 味海面熱 フ ラ ッ ク ス の 変動 は、熱帯の
一部

の 領域 を 除 い て 、SST の 変 動 とあ ま り強 い 相関 を示 して い

ない こ とが 分か る。し か し各変動成分 （図 2 （b）一（d）〉
に 着 目す る と、例 え ば、風 変動 成 分 は全 球 的 に 負 相 関、湿

度差変動成分は 正 相関を示 し、組織 的 な 分布 を 示 す こ とが

分か る。ま た 温 度 差 変 動 成 分 で は、有意な 正 相 関領 域 は 熱

帯域 に 広 く分布 す る。風 変動成分 の 負相関は 、表層風 の 大

き さが例 年 に 比 べ 大きくなると SST は 下 が る傾向に ある

こ とを示 し、湿 度差成分や 温 度差成 分の 正 相 関 は、SST が

正 偏 差 の 時、上 向きフ ラ ッ ク ス は 大きくなる とい う受動的

な関係を示す1さらに そ の 相関の 空間分布より、どの 効果

が どの 領域で SST の 経 年 変動 と大きく関係 し て い るか を

評価で きる。例 えば、中央北太平洋の SST の 経年変動 は 、

ア リュ
ー

シ ャ ン 低 気圧 の 変動 に 伴 う表層風の 変動を介し

た 風 変動 成 分 の 寄与で 多 くが 説明で きる が、日 本 沖で は湿

度差成分、温 度差成分 の 寄与が 風変動成分の 寄 与 に勝り、

正 味 で は 正 相関が現れる よ う修整 され て い る と説明 で き

る。こ の よ うに 正 味フ ラ ッ ク ス だ けで は、十 分 に議論 で き

なか っ た SST と海面熱 フ ラ ッ ク ス の 関係 も成分展 開す る

こ とに より
・、より精密 に議論で き る こ とが 明 らか とな っ た。

更な る 考察は 学会時に 展開す る。
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図 1 海 面 熱 フ7 ッ クス の 冬季経年 変動の 標 準偏 差分布 （W ／m り。
（a）％

「
正 味 フ ラ ッ ク ス 、（b）Qw’風変動成分、（c）Q祠 比湿差変

動成 分、（d）QfiTb温 度差変動成分。等値線間隔 は 5Wm2 、15W ／m2

以上の 領域に 陰影。
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図 2 海 面熱 フ ラ ッ ク ス の 冬季経年 変動 と冬季 SST 経年 変動 との

相 関。（a ）Q．

’
正 味フ ラ ッ ク ス 、（b）Qボ風 変動 成 分、（c）Q 蒔比

湿差変動成 分、（d｝QδT
’
温度差変 動成 分。等 値線 間隔 o．2、負 の

領 域 は 点線、絶対 値 e．4（ほ ぼ 1％ の 有意水準）以 上 の 領域 に 陰影。
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